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Abstract 
Under 也e effects of 血e several changes of Policy for Higher Education ,  especially of 
Bolo gna Declaration on professional music 佐aining in Europe, Sibelius Academy has kept its 
sta旬s as a prestigious international music university, providing a high s旬ndard of education 
with its s位ung areas. Its activities cross borders and 紅e implemented in close interaction with 
the surrounding society alike. This article reviews the curriculum and carrier support system of 
Sibelius Academy, as well as its outline and special focus and s回te gy. 百ie findings suggest 
也e key to concrete the ideal circumstances 鎚 a successful music insti旬te with a whole flexible 
operation system. 
は じ め に
フ ィ ン ラ ン ド 国立 シ ベ リ ウ ス ・ ア カ デ ミ ー （The Sibelius Academy） は、 国 際的に も 最 も 有 名 な 音
楽大学の一つであ り 、 数多くの優秀な音楽家 を輩出 し て き て い る 。 殊に 1 970年代頃か ら の 国 際 コ ン ク ー
ル等で の在学生、 卒業生の活躍は め ざ ま し い。 シベ リ ウ ス ・ ア カ デ ミ ー （以下 ア カ デ ミ ー） が世界的
な音楽大学 と し てそ の 高 い レ ベル を 維持 し 続 けて い る のには、 ア カ デ ミ ー が学生達に＜音楽 を 学ぶ の
に適 し た環境〉 を 総合的に提供 し て い るこ と が大 き い。 ア カ デ ミ ー は 3 つ の キャ ン パ ス か ら な り 、 こ
れ ら の う ちの 2 つ はヘル シ ン キ の中心地に位置 し 、 フ ィ ン ラ ン デ ィ ア ・ ホールやオペ ラ ・ ハ ウ スに は
徒歩で ゆ け る 範 囲にあ る 。 学 内 の ホ ール で も 毎 日 の よ う に音楽会が催 さ れ て い る 。 ま た 、 学 内 に は
400台 を 超 え る ス タ ン ウェイ ・ グ ラ ン ド があ り 、 週末 も練習 室 は学生に解放 さ れ て い る 。 し か し な が
ら 、 これ ら 目に見え る 条件 の 良 さ のみがそ の理想的環境を 可能に し て い る わ け で は な い 。
フ ィ ン ラ ン ド は、 ヨ ー ロ ッ パ の北に位置 し 、 西欧 と は文化的に も異な る も の を 育んで来た。 現在の
人 口 も 約520万 人程度で、 過去内外に大 き な彰 響力 を 持 っ たこ と は無 か っ た が、 自 国 の 伝統的な文化
を重ん じ な が ら 西欧の文化 を 効果的に取 り 入れ、 人間味のあ る 近代的な文化 を 築 い て き た。 現在では、
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ヨ ー ロ ッ パ先進国の一角 を な し てい る 。 こ の こ と は地理的に も文化的に も ヨ ー ロ ッ パ の中心か ら 遠い
と こ ろに住む 人 た ち が、 自 国 の文化 レ ベル を 高 く 保つ ために、 常に外か ら 新 しい も の を学び続 け て き
た結果であ ろ う 。 現在、 フ ィ ン ラ ン ド の小 ・ 中 ・ 高 の学力 レ ベルは世界最高であ る 川 こ と も フ ィ ン ラ
ン ド の 国 策 と そ の実現 力 を 示す も の であ る 。 フ ィ ン ラ ン ド 出 身で世界的に活躍 し てい る 音楽家は多い
が、 彼 ら の作品や演奏か ら 感 じ ら れるある 種の個性や新鮮さ と 、 高い技術 レ ベルや新鮮な解釈は、 フ ィ
ン ラ ン ドが独 自 の 高い文化 を 育んで き た こ と と 無縁ではない。 一方、 日 本で西洋音楽の 教育が始め ら
れた の は 1 879年 （明治 12年） 、 文部省に伊沢修二 を御用掛 と す る 音楽取調掛が設立 さ れて か ら であ り 、
我が国にお け る 西洋音楽の歴史 は ま だ 1 30年に満た ない。 し か し なが ら 、 第二次世界大戦後、 優秀 な
音楽家 を 世界に排 出 し 続 け てい る の は周知 の事実であ り 、 日 本におけ る 西洋音楽教育はあ ら ゆ る 意味
で そ の 準備期間 を よ う や く 終え た といって も よいだろ う 。
本稿の 目的は、 教育機 関 の 制度改革期にあたって、 音楽教育において素晴 ら しい業績 を 上 げ続 け て
い る ア カ デ ミ ー の カ リ キュ ラ ム と 学生支援体制 を調査 ・ 研究 し 、 本学 を は じ め と す る 日 本 の 音楽大学
に職業音楽家を育て る た め の よ り 効果的な プ ロ グ ラ ム を提案す る こ と であ る 。 そ の第 1 稿 と し て、 こ
こ で は カ リ キュ ラ ム を中心に考察 を進め る 。
1 . シベ リ ウス ・ アカデミ ー
． シベ リ ウ ス ・ ア カ デ ミ ー の歴史（2)
ア カ デ ミ ー は、 1882年に創立 さ れ、 フ ィ ン ラ ン ド の首都ヘル シ ン キ の中央に位置す る 国立 の音楽教
育機関 であ る 。 創立 当 時 は ヘル シ ン キ音楽院 （Music Institute of Helsinki） と 呼 ばれて お り 、 1939年
に現在 の 名 称 と なった。 ア カ デ ミ ー創立以前 の フ ィ ン ラ ン ド で は、 音楽教育の機会 は乏 し く （へ音楽
家 を 志す若者は ド イ ツ 、 オー ス ト リ ア 、 フ ラ ン ス へ留学す る のが常であった為、 ア カ デ ミ ー は圏 内 の
音楽教育 と 演奏会開催の機関 とい う こつ の 目 的 を もって設立 さ れた。 フ ィ ン ラ ン ド の 国 民的作曲家で
あ る ジャ ン ・ シ ベ リ ウ ス （Jean Sibelius 1 865 ～ 1 957) <4lは 1 885年か ら 1 890年にか け て ア カ デ ミ ー （ 当
時 の ヘル シ ン キ音楽院） で ヴ ァ イ オ リ ン と作曲 を学び、 在学中に彼の作品が学内 の音楽会 で た び た び
演奏 さ れた記録が残っ てい る 。 卒業後、 1 892年か ら 1 890年 ま で音楽理論 を 教 え、 後には作曲 も 指導 し
てい る 。 ア カ デ ミ ー は 1 980年に 国 立 の 音楽教育機関 と な り 、 教育省 （Ministry of education） の管理
の も と 、 他 の 国立大学 と 同様 の シ ス テ ム を取 り 入れる こ と と なった。 こ れに伴い、 ア カ デ ミ ー の 授与
す る 学位 と 管理運営方法が改正 さ れ、 フ ィ ン ラ ン ド 唯一の国立 の音楽大学 と し て、 圏 内 の 他 の 大学群
と 同等 の ス テー タ ス を持つ こ とにな る 。 さ ら に、 1 996年には高等教育機関 （Hi gher education institute) 
の認定 を 受 け、 ヨ ー ロ ッ パ の 高等教育政策において、 現在必要不可欠な教育機関 のーっ と なって い る 。
ア カ デ ミ ー は、 現在ス カ ン ジ ナ ビ ア で最大規模の音楽大学であ る だけでな く 、 ヨ ー ロ ッ パ の音楽大
学の中で も 有 数の マ ン モ ス 校 で も あ る 。 しか し なが ら 、 前述の通 り 、 西欧諸国 と の 繋が り を文化的に
持 ち やすい環境 を 有 し ていた と は決 し ていえなかった こ とが、 ア カ デ ミ ー の 前 身で あ る ヘル シ ンキ音
楽 院 の 設立時の状況か ら う かがい知 る こ とがで き る 。 西欧の芸術音楽の歴史の中で、 ス カ ン ジナ ビ ア
諸国 はいずれ も 辺境の地であった時代 を長 く 持つが、 中で も フ ィ ン ラ ン ド はそ の 地理的条件に よ り 、
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ロ シ ア 文化 と 西欧文化 の 両方 か ら の遠隔地 に あ た り 、 さ ら に母国語 で あ る フ ィ ン ラ ン ド語が周 囲 国 と
は異な る 言語体系 に あ る た め、 ス カ ン ジ ナ ビ ア 内 で も 文化的相違が比較的大 き い。 音楽教育機関 と し
て の ア カ デ ミ ー の発展 と 現在 の 国 際的な地位は、 20世紀 の近代化や そ れ に 続く グ ロ ーパ リ ゼー シ ョ ン、
I T化な ど の恩恵 を 受 け た結果 と い う よ り も む し ろ 、 明確な ビ ジ ョ ン と 戦略 を もって時代 を 使 い こ な
い教育機関 と し て の理想の実現化 に力 を 注 い で き た 結果 と 考 え る こ と がで き る だ ろ う 。 西 欧 の 芸術
音楽 と い う 括 り の中で、 過去 に 文化大 国 に なって い な い こ とを利点 と し て 生 か し て理念へ と 結 びつ け
て いった こ と 、 そ し てそ れ を急進的 に な ら ず に革新的 に 具現化 し て いく こ と の で き た風土の柔軟性 も 、
見落 と す こ と の で き な い重要なフ ァ ク タ ー で あ ろ う 。
．使命 と 目 的
ア カ デ ミ ー は、 学校案内 の中で次 の よ う に 調って い る 。 「 シ ベ リ ウ ス ・ ア カ デ ミ ー の使命 と 目 的は、
すべての音楽文化 を育成 し 進化 さ せ る こ と で あ る 。 フ ィ ン ラ ン ド の 芸術大学 と し て、 国 際的な環境で
機能 し 、 芸術的活動 ・ 研究 ・ 共 同研究 の た め の優れた環境 を 作 り 出 す こ と で あ る 。 」 フ ィ ン ラ ン ド の
唯一の音楽大学で あ る こ と か ら 、 後述す る E U の 高等教育機関認定以前 よ り ア カ デ ミ ー は 国 の 手 厚 い
助成 を 受 け、 国 の文化政策や他の文化 プ ロ ジ ェ ク ト と 一体 と なった理想的な創造 ・ 教育環境 を 模索、
実現 し 続 け て き た。 図書館 の 充実 と I T化 を含む利便性の追求、 教育者及び学生 の 芸術活動 の 場 の 積
極的な 展 開山 （第 2 稿で扱 う 予定） 、 教育者 の十分な活動及び研究 を 可能 に す る た め の 労働基準、 学
生 の 授業料負担がな い こ と （6 ） 、 な ど も そ の 一例 と し て あ げる こ と が で き る で あ ろ う 。 ま た 、 へル シ ン
キ の中心 に位置す る 、 と い う 立地 の 良 さ も 、 様 々 な点で こ の教育機 関 に 優位性 を 与 え て い る 。
近年では、 ヘル シ ン キ ・ ミ ュー ジ ッ ク ・ セ ン タ ー （Helsinki Music Cen回） の設立計画が大 き な意
味 を 持つ プ ロ ジ ェ ク ト で あ る 。 2009年完成予定 の こ の セ ン タ ー は、 フ ィ ン ラ ン ド ・ ラ ジ オ ・ シ ン フ オ
ニ ー ・ オ ー ケ ス ト ラ （Finnish Radio Symphony Orches回） 、 ヘ ル シ ン キ 交 響 楽 団 （the Helsinki 
Philharmonic Orches回） と の 共 同 プ ロ ジ ェ ク ト で、 ア カ デ ミ ー を含 め 3 つ の 組織が 同 じ 建物 の中 に 入
る も ので あ る 。 教育機関 と 二つ の プ ロ の オ ー ケ ス ト ラ 、 そ し て芸術文化施設が一体化す る こ の試みは、
よ り 密度 の 濃 い相E作用 を もって効果的な音楽文化 の育成 に寄与 し て い く も の と 考 え ら れ る 。 ま た、
ア カ デ ミ ー に とっては、 社会 と の 一層 の 繋が り あ る い は連続性 を実現す る だけ で な く 、 研究 ・ 芸術活
動機関 と し て 「音楽文化 を 進化 さ せ る 」 と い う 使命 に お い て 大 き な 役割 を果 た す も の と し て期待 さ れ
て い る 。
2. ポロ ーニャ ・ プロセス とシベ リ ウス ・アカデミー
． ヨ ー ロ ッ パ 諸 国 の 高等教育協力
超国家機関 と し て の 欧州 共 同体 （European Communities, EC） がお こ なって い た活動 プ ロ グ ラ ム は、
そ の本来 の政策の根拠か ら 経済的な理 由 を も っ活動内容 に 対象が限 ら れて い た が、 1 970年代 に は高等
教育領域へ の 関 与 が見 ら れ る よ う に なった。 1 976年 に始め ら れた 「 ジ ョ イ ン ト ・ ス タ デ ィ ・ プ ロ グ ラ
ム」 （J oint Study Programme） は、 ヨ ー ロ ッ パ の学生、 教職員 の交流 を 図 る 試行計画で、 「エ ラ ス ム ス ・
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プ ロ グ ラ ム 」 （ ER ASMUS Pro gr amme） の 前身 と なった も の であ る 。 約 1 0年後の 1 987年に実施 さ
れ た 「エ ラ ス ム ス ・ プ ロ グ ラ ム 」 で は、 従来の 「大学」 （ U凶versity） だ け で なく、 高等教育機関 と 認
められ た 大 学外 の 教 育機関 も そ の対象に含 ま れ る こ とにな り 、 「大学」 の シ ス テ ム を 持 た ない数多く
の ヨ ー ロ ッ パ の音楽専門教育機関に とっては、 こ の時点で制度 と し て影響 力 を も つ こ とになった。 し
か し ながら、 芸術教育 とい う 特異な領域においては、 個 人 レ ベルで国家を超え た交流 ・ 教育が行われ
て き た歴史的経緯があ り 、 乙 の プ ロ グ ラ ム の推進によって留学生数 の増加が見られた と し て も 、 同 時
に履修科 目 認定 の た め の 評価基準の 問題や、 時期 を 同 じく し て ヨ ー ロ ッ パ で と り いれられた大学の外
部評価制度な ど、 多くの 芸術教育機関に とっては、 一元化 しづらい問題 を 多く抱 え る こ とになった と
考 え る 方が妥 当 であ ろ う 。 （外部評価に関 し ては、 1 980年代後半にフ ラ ン ス 、 イ ギ リ ス が 先鞭 を 切っ
た の を 始 め と し て、 1 990年以降に北欧 の 少規模国が導入、 フ ィ ン ラ ン ド も こ の時期に外部評価 を 取 り
入れてい る 。 ）
1 993年に欧州連合 （Europe an Union, E U） が発足す る と 、 よ り 積極的 な 超 国 家的教育政策が打ち
出 さ れ る よ う にな る 。 そ の 基幹 と なっ た の は、 マース ト リ ヒ ト 条約 ( 1 992年） であ り 、 既存の 「エ ラ
ス ム ス ・ プ ロ グ ラ ム」 は普通教育 と 高等教育 の両方に関与す る 「 ソ ク ラ テ ス 」 （SOCRATES） と い う
新た な プ ロ グ ラ ム の中に入 る こ とになって残 さ れ る こ とになった。 こ の 「 ソ ク ラ テス ／エ ラ ス ム ス 」
によって、 よ り 広範囲 な学生 と 教員 の流動化や、 そ れ ま で の 学部主体 の交流から大学中央本部組織主
体 の 交流 へ と 、 枠組みが広 げられてい る 。 フ ィ ン ラ ン ド は 1 995年に E Uに加盟 し 、 ア カ デ ミ ー は 翌
1 996年に、 高等教育気機関 の認定 を 受 けて、 こ の シ ス テ ム と の 関 わ り が始 まっ てい る 。 （フ ィ ン ラ ン
ド は、 加盟国 の 国法 と の兼ね合いに関 し て、 こ の時点では独 自 の解釈 を と る とい う 立場 を とってい る 。 ）
続く、 1 997年の 欧州単位互換制度 （Europe an Credit Tr ansfer System, ECTS） の導入及び1999 年 の
ボ ロ ー ニ ャ 宣 言 （B ol o gn a Decl ar ation） に よ っ て 、 欧 州 は20 1 0 年 ま で に ヨ ー ロ ッ パ 高 等 教 育園
(Europe an Hi gher Educ ation Are a） の 達成 を 目 指す こ とにな るが、 こ の 改革の プ ロ セ ス の な か で、 教
育 の中身 と シ ス テム 自 体に対 し て慎重な姿勢 を と り 続けて き た ア カ デ ミ ー も2005年 8 月 よ り 大 き な 制
度改革 を行 う こ とになった。 こ こ で の 一番大 き な制度改正は、 ポ ロ ー ニャ宣言 の中に取 り 込 ま れてい
る 2 サイ ク ル制 （two cycle de gree system） の導入であ る 。 ア カ デ ミ ー で は そ れ ま で基本的に 6 年聞
を 修士課程習 得 の た め の 期 間 （under gr adu ate） と し 、 そ の 上に博士課程 （post gr adu ate） を設置 し て
いたが、 こ の ボ ロ ー ニャ ・ プ ロ セ ス に よって、 3年間の学士 （BA） と 、 2.5年 間 の 修士課程 と に 分 け
る こ と と し 、 5 .5年 の う ち に修業す る こ と と 規定 し てい る 。 2008年 ま で を そ の 経過措置 と し 、 ECTS制
度 も 同 時 に 取 り 入れて い る 。 アカ デ ミ ー に とって始 まった ばか り の こ の 制度は、 他 の ヨ ー ロ ッ パ の 大
学の過去の経緯 と 同様、 学生 の 交流、 つ ま り 全体の学生数 と 留学生 と の 比率において 大 き な変化 を も
たら し てい る と ま では言え ないが、 過去五年間の 「ソ ク ラ テス／エ ラスム ス 」 を利用 し た留学生数は、
徐 々 に増加 し てい る 。 （次頁参照）
ま た、 近年の 世界的な傾向に準 じ て、 ア カ デ ミ ーにおいて も D octoral De gree の 充実 を こ の改革の
目 標 の 一つに設定 し てい る 。
- 20 一
シベ リ ウ ス ・ ア カ デミ ー の 教 育 シ ステ ム
・ ソ ク ラ テ ス ／エ ラ ス ム ス 制度 を 使った交換留学生 の 数 の変化 （過去 5 年間）
2002年一2003年 40名
2003年一2004年 32名
2004年一2005年 42名
2005年一2006年 6 1 名
2006年一2007年 50名
• 2005年度の 同 受入留学生数 と 送 り 出 し 学生数
受 け入れ
ソ ク ラ テス ／エ ラ ス ム ス
ノ ー ド プ ラ ス 川
そ の 他
37名
7名
6名
• Doctral Study 取得者の経緯 （過去 5 年間）
2000年 200 1 年
Licentiate of Music 7名 5名
Doctor of  Music 3名 6名
送 り 出 し
32名
9名
30名
2002年
l 名
8名
2003年
5名
9名
2004年 2005年
l 名 4名
5名 l l 名
ア カ デ ミ ー は現在、 全学生に学費の負担 を 課 し て い な い。 今後、 ア ジ ア 地域か ら の 留学生につ い て
は学費負担が考慮 さ れて い る と の旨が発表 さ れて い る が、 E U 内 の 学生には今後 も 課 さ な い 方針で進
め ら れて い る 。 「 ソ ク ラ テ ス ／ エ ラ ス ム ス J 制度利用 の学生 は基本的に短期留学 ( 1 年） で あ り 、 学
費は制度が負担 し 学生 の学費負担は無い。 E U 内 で財政難に よ り 学生の学費負担を検討 し て い る 地域
や大学が 出 て き て い る 現在 の状況 を考 え る と 、 通貨 を 同 じ く す る と い う 条件 の も と で ア カ デ ミ ー が学
費無料の シス テム を 貫 い て い け る こ と は、 E U内の教育機関 と し て の優位性のーっ と な り う る だ ろ う 。
そ し てそ の 可 否 は文化 ・ 教育政策に負 う と こ ろ と な る 。 ま た、 こ の20年間 ア ジ ア か ら の 留学生護得に
大 き く 成功 し て き た の は他国に先立 つ て経営危機 を 迎 え た ア メ リ カ の 大学で あ る が、 ヨ ー ロ ッ パ が一
つ の 高等教育文化圏形成に成功 し 、 単位互換制度によ る 国 を跨 い だ流動的修学の 可能性が確実な も の
と なった 場合には川、 学位取得 目 的 の留学生に とって も 、 魅力的な シ ス テ ム と な る こ と だ ろ う 。 （ 91 解
り やす い カ リ キュ ラ ム と 教育内容 の提示 は必要不可欠な も の で あ る 。
3 . カ リ キュラム
．教育機構
ア カ デ ミ ッ ク ・ イ ヤ ー は 8 月 1 日 に始 ま り 、 7 月 3 1 日 に終 了 す る 。 2006年度の授業期 間 は下記の通
り で あ る 。 授業開講期 間 は学長に よって定め ら れ る 。
秋 学 期 2006年 9 月 6 日 ～ 12月 20 日 ( 1 5週間）
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春 学 期 2007年 1 月 8 日 ～ 3 月 3 1 日 ( 1 5週間）
イ ー ス タ ン休暇 4 月 5 日 ～ 4 月 1 1 日
ア カ デ ミ ー で は、 夏学期 は 無 い が、 6 月 と 8 月 に い く つ か の コ ー ス が開講 さ れ る 。 7 月 中は学校が
閉鎖 さ れ る 。
．学生 の 受 け 入れ に つ い て
アカデ ミ ー は下記の学生 を 受 け入れて い る。
1 . 修士 ま た は学士 の 学位習得 を 目指す学生。
2 . 博士課程 に 在籍 し 、 Licentiate of Music、 あ る い は Doctor of Music を目指す学生。
3 . 博士 課程 の 準備 を す る 学生。
4 . オー プ ン ・ ユニ ヴ、 ア ー シテ ィ の学生。
5 . ジ ュ ニ ア ・ アカデ ミ ー の学生
6 . 外国か ら の 交換留学生で大学問 の交換 プ ロ グ ラ ム 協定に基づ く 学生 と シベ リ ウ ス ・ ア カ デ ミ ー
に よ っ て承認 さ れた ス カ ラ シ ッ プ ・ プ ロ グ ラ ム に従 う 学生。
．学位 の構成
アカデ ミ ー で授与す る 学位は以下 の 4 種類で あ る。
1 . Bachelor of Music (BMus) 
1 80ECTS単位、 学部 に よ っ て若干異な る がお お よ そ以下 の よ う な単位が必修 と な る。
専攻科目的ECTS単位。 専攻関連科目40ECTS単位。 語学 8 ECTS単位。 選択科目l OECTS単位
2 . Master of Music (MMus) 
330単位、 あ る い は Bachelor の 上 に 150単位。 学部 に よ っ て若干異な る が、 Bachelor of Music 
取得後、 お お よ そ以下の よ う な単位が必修 と な る。 専攻科目100単位、 選択科目30単位 を取得 し 、
か つ 合計 で 1 80ECTS単位 を 取得する。
3 . Doctoral Study Licentiate of  Music (LMus : Master 取得後 の Doctoral Study の Doctor の 一段
階前の学位） と Doctor of Music (DMus) uo> 
Doctoral Study は次の三つ の オ プ シ ョ ン に分かれ る ：
a ) Arts Program 
b ) Research Program 
c ) Applied Study Program 
Licentiate of Music, LMus : 1 50単位。
Doctor of Music , DMus ： ア カ デ ミ ー が 授 与 す る 最 高 の 学 位 で あ り 、 240 単 位 あ る い は
Licentiate of Music の 上 に 1 50単位。
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・学位 プ ロ グ ラ ム
Bachelor of Music Degree と Master of Music Degree を 取得 し よ う と す る 学生 は ア カデ ミ ー の 各
学部で提供 さ れ る 学位 プ ロ グ ラ ム で修学す る こ と を許可さ れ、 そ の プ ロ グ ラ ム に従 っ て修学す る 権利
を有する。 学位 プ ロ グ ラ ム は研究 の 傾向 あ る い はせんぅ楽器群 に よ っ て分かれて い る。 学位 プ ロ グ ラ
ム は次 の と お り で あ る 。
教会音楽の学位 プ ロ グ ラ ム （ヘル シ ン キ）
－ル タ 一派 の 福音書 の研究 （教会音楽学部で指導 を 受 け る ）
教会音楽の 学位 プ ロ グ ラ ム （ ク オ ピ オ）
－ルタ 一派の福音書 の研究 （ ク オ ピ オ ・ キ ャ ンパス で指導 を 受 け る ）
作曲 と 音楽理論 の 学位 プ ロ グ ラ ム （作曲理論学部で指導 を 受 け る ）
－作曲 の研究
・ 音楽理論の研究
民俗音楽の 学位 プ ロ グ ラ ム （民俗音楽学部で指導 を 受 け る ）
ジ ャ ズの 学位 プ ロ グ ラ ム （ ジ ャ ズ音楽学部で指導 を 受 け る ）
－楽器奏法 の研究
・ 作曲 の研究
オ ー ケ ス ト ラ ・ 合唱指揮 の 学位 プ ロ グ ラ ム （管弦打楽器学部の指導 を 受 け る ）
－合唱指揮 の研究
・ オー ケ ス ト ラ 指揮 の研究
音楽教育の 学位 プ ロ グ ラ ム （音楽教育学部で指導 を 受 け る ）
ミ ュー ジ ッ ク ・ テ ク ノ ロ ジー の学位 プ ロ グ ラ ム （ ミ ュー ジ ッ ク ・ テ ク ノ ロ ジー で指導 を 受 け る ）
演奏 の学位 プ ロ グ ラ ム
－ ピ ア ノ 奏法 の研究
． フ ォ ルテ ピ ア ノ 奏法の研究
． ア コ ー デ イ オ ン奏法 の研究
． ギ タ ー奏法の研究
・ カ ン テ レ （ フ ィ ン ラ ン ド の 民族楽器） 奏法の研究
（ ピ ア ノ 音楽学部で指導 を 受 け る ）
・ 管弦打楽器の奏法の研究
－ハ ー プ奏法の研究
． 古楽器奏法の研究
（管弦打楽器学部で学ぶ）
・ オル ガ ン楽器群 オルガ ン の奏法の研究
・ オルガ ン楽器群 ク ラ ヴ コ ー ド奏法の研究
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声楽の学位 プ ロ グ ラ ム （声楽学部で学ぶ）
ア ー ツ ・ マ ネ ー ジ メ ン ト の研究 プ ロ グ ラ ム
． ア カデ ミ ー のECTS の 扱 い川
アカデ ミ ーで修得 さ れ る 単位 はECTS単位 に よ っ て量 ら れ る。
・ 学生 の修学量はECTS欧州単位互換制度 に よ っ て量 ら れ、 コ ース に必要な単位数が定め ら れて い る。
・ 1 年間 に 1 600時間 の修学が要求 さ れ、 ECTS60単位の範 囲で、 l 単位は26.7時間 に 相 当 す る。
－学生の 1 年間 の 1 600時間 の修学量は コ ー ス への参加 と 独立 し た修学、 自 習 を含む。 2005年 8 月 1
日 以降、 旧 コ ー ス はECTC単位制度 に合 う よ う に 次 の よ う に修正 さ れて い る。 （2006年現在）
コ ー ス の 期 間中 に 出席すべ きレ ッ ス ン の 回数は， ほ と ん ど の部分で影響 を 受 け な い。
決 め ら れた コ ー ス に 要求 さ れ る 修学量 （練習、 宿題、 作品， 試験 に 向 け て の 学習等） は評価 さ
れ る 。
時 間 数 に よ っ て表 さ れた 学習評価は、 コ ー ス の説明 に 書 き 加 え る こ と がで き る。
出席すべきレ ッ ス ン の 回 数 と 独立 し た学修 と 自 習は合計 さ れ る 。
合計 に 一致す る 単位数は コ ー ス の単位数 と 同じで あ る。
アカデ ミ ー の 成績証 明 書 は 旧 制度 の 「修学週間」 単位 と ECTS単位 の 両方ですべて の コ ー ス を 表 示
し て い る。 必要な場合 に は、 旧 制度 の 「修学週間」 単位 に よ る 成績証明書 を 受 け取 る こ と も可能で あ
る。
．使用 さ れ る言語
授業で は 主 に フ ィ ン ラ ン ド 語 が使用 さ れ る が、 フ ィ ン ラ ン ド 語 を う ま く 話せ な い マ ス タ ー の学生 も
た く さ ん学んで い る。 教授陣の ほ と ん ど は英語 を 話 し 、 個人レ ッ ス ン は し ば し ばフ ィ ン ラ ン ド 語以外
の言語で も 行わ れ て い る 。 E U/ETA. 諸 国 か ら の志願者は語学能 力 を 証 明す る 必要 は 無 い が、 E U/
ETA諸国以外か ら の志願者で フ ィ ン ラ ン ド 語かス ウ ェ ー デ ン語の知識の 無 い も の は、 英語 の 能 力 を 証
明 し な けれ ばな ら な い。 ｛叩
．語学教育
アカデ ミ ー に お け る 語学教育は作曲理論学部 と の 合 同 チー ム が行 っ て い る。 こ の チ ー ム の 主な役目
は フ ィ ン ラ ン ド の公用 語 と 大学学位 プ ロ グ ラ ム で必要 と さ れ る 外国語 （英語） に よ る教育 を提供す る
こ と で あ る 。 首都周 辺の他大学 と の め ざ ま し い協力 に よ り 、 他の言語 に よ る コ ー ス も 聞 かれて い る。
こ れ ら の コ ー ス に は フ ラ ン ス 語、 ド イ ツ 語、 イ タ リ ア語の音楽科用 初心者 コ ー ス の他、 留学生 向 け の
フ ィ ン ラ ン ド の言語 と 文化 の コ ー ス も 開講 さ れて い る。 語学コ ー ス の目的は、 学生 に 彼 ら が学修 に 必
要 と す る 語学力 と 彼 ら の後の仕事 に 必要な語学力 を提供す る こ と で あ る。 音楽的な環境 と 現実的な生
活 の コ ミ ュニ ー ケ ーシ ョ ン に お け る 問題 と 状況 に 基づいて、 内容 とテ ィ ー チ ン グ メ ソ ッ ド が作成 さ れ
て い る。
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4. ジ ュ ニア ・アカデミ ー
ジュニ ア ・ アカデ ミ ー は 1 884年 に 創立 さ れ、 才能の あ る 子供達 に 門戸 を 聞 い て い る。 生徒達は 各 自
の プ ロ グ ラ ム で修 学 を 進 め る 。 ジュニ ア ・ アカデ ミ ー の授業は週末 に 行 わ れ、 1 30 名 の 生徒 の う ち お
よ そ 半分は児童で大へル シ ン キ圏の外か ら 通 っ て い る。 教授陣は彼 ら の 多 く に 独奏楽器専攻 の 学生達
と 同じ よ う な方法で指導 し 、 週 2 時間 の レ ッ ス ン が行われて い る。 オ ー ケ ス ト ラ ・ ス タ デ ィ 、 室内楽、
音楽理論 も 開講 さ れ、 作曲、 ジ ャ ズ、 民俗音楽 も 副科目 と し て受講可能で あ る。
1 年間 の 授業料は340ユー ロ 、 半年間 の授業料 は 1 70ユー ロ で あ る。
5. 教育システムの柔軟性
2005年 の 学位 プ ロ グ、 ラ ム の改革 に 伴 っ て、 アカデ ミ ー で は よ り 柔軟な教育 シ ス テ ム の構築が進め ら
れて い る。
．個別研究 プ ラ ン (Individual Study Plans) 
学生 に よ り 受講科目選択の 自 由 を 与 え る の も の で、 各学生が担 当 の 教官 と と も に 希望す る 研究 ・ 受
講 プ ラ ン を個別 に作成 し 、 アカデ ミ ー の 認定 を 受 けて研究 を 始 め る 制度。 モ デル ・ プ ラ ン も 提示 さ れ
る が、 基本的 に は個 人個 人 に ゆ だね ら れ、 年 に 一 回見直 し が入れ ら れ る 。 修業効率 の 良 さ や オーダー
メ イ ド な プ ラ ンが可能 に な る だ け で な く 、 修学に対す る 学生 の 意欲や責任感 が よ り 強 く な る こ と が期
待 さ れて い る。 ま た 年次 ご と の作成が可能で あ る こ と は、 学生の 流動性 の確保 と も 関連 が あ る 。
．運営管理 と 人事～柔軟な教育 シ ス テム を支え る 為 に ～
アカデ ミ 一発行 の ス ト ラ テ ジ ー20 1 2聞 に よ れ ば、 Degree プ ロ グ ラ ム の 改革 と と も に 、 新 し い 学科
の 設置や Doctoral プ ロ グ ラ ム の よ り 一 層 の 充実が計画 さ れて い る 。 そ れ に 伴 っ て教職員編成 の 大 き
な見直 し ゃ、 新 し い職務の創設 と雇用 が予定 さ れて い る が、 こ こ に は、 い か な る 変化 ・ 改革 に よ っ て
も 、 教職員の 労働環境が損な わ れな い よ う に十分留意す る こ と が誼われて い る。 新 し い学科増 設 に 対
応す る た め の 教授職の 増加、 留学生 の増加に対応す る 外国 人教員職や運営 の 為 の ス タ ッ フ 設置、 あ る
い は講師 （Lee旬rer） の 減 少、 フ ル タ イ ム で就業す る Doctoral degree の 学 生 の 為 の 新 し いポス ト
(assistant, resercher） の 増 設 な ど、 雇用 体制 の 様 々 な変化が予定 さ れ て お り 、 い ずれ も プ ロ グ ラ ム の
実現 に 必要な役割、 労働時間数か ら 相 当数 を割 り 当 て て い く と な っ て い る。
必要な時期 に 必要な管理体制 と 人事体制 を と れ る こ と は、 ア カ デ ミ ー の特色の ひ と つ で あ る。 教職
員 は基本的 に任期制 を と っ て い る が、 そ の 聞 に も 従事者が芸術活動や研究活動 を 続 け ら れ る 体制 が管
理 さ れて い る こ と 、 ま た そ の活 動 に 応 じ て必要な休暇 を 得 ら れ る 制度 を 導入 して い る こ と で、 労使 と
も に 良 い意味で の 人材 の 流動化 を 可能 に し て い る。
第 1 稿の終わ り に
本稿の執筆は、 小林聡 （作曲 家 ・ 本学教員） と壬生千恵子 （音楽研究者 ・ 音楽 プ ロ テューサー ・ 元
本学大学院非常勤講師） が共同で行 っ た。 執筆者の一人、 小林は、 1 996年の 4 月 か ら 9 月 に か け、 文
- 25 -
愛知県立芸術大学紀要 No.36(2006) 
部省在外研修員 と し て アカデ ミ ー に在籍 し 、 現代の フィ ン ラ ン ド 音楽 を研究 し 、 そ の後 も アカデ ミ ー
や ス タ ッ フ や フ ィ ン ラ ン ド の 芸術家 と の交流 を続けて い る。 も う 一 人 の執筆者、 壬生は、 学生時代か
ら 音楽 プ ロ デ、 ユ ーサー と し て活躍 し 、 世界各地の 音楽祭等 を視察、 近年はアカデ ミ ー の 包括的な学生
支援 シ ス テ ム に 興味 を 持 ち 、 アカデ ミ ー の ス タ ッ フ と の交流 を 続 け て い る。
1 996年 に 半年間 アカデ ミ ー に 在籍 し た 当 時 の小林 に と っ て、 アカデ ミ ー の 学生達が恵 ま れ た環境の
中で 生 き 生 き と 学んで い たこ と は と て も 印象的で あ っ た。 現職の教職員達の音楽家 と し て の活 動 に 市
中で触れ る 機会 に 恵 ま れ、 キ ャ ン パ ス は国際色豊かで、 カ リ キュ ラ ム は魅 力 的で あ り 、 学生が職業音
楽家 と し て社会 と の 接点 を 持 っ て い く 機会 に溢れて い た。 当 時親 し く し て い た作曲家の学生達や若 い
作曲家達 の多 く が、 今では国際的な作曲家に成長 し活躍の 場 を 大 き く 広 げて い る。 （凶 高度な教育内容
の 実践のみな ら ず、 施設 の充実、 学内演奏会 の多さ 、 音楽関連’情報へ の ア ク セ ス の 良 さ 、 早期 の学内
I T化な ど、 ハ ー ド ・ ソ フ ト 両面が複合的 に機能 し て い く こ と が、 音楽教育環境 を 創造的か つ 実践的
な も の に す る た め に重視 さ れて い る。
優れた演奏家のみな ら ず、 多 く の 国 際的な作曲家を輩出 し て い る こ と は、 アカデ ミ ー の優れた教育
の も た ら し た 大 き な 資産 の 一 つ で あ り 、 そ の 設立 当 初 か ら の 理念 「単な る 音楽学校 で は な く 、 演奏
と 音楽創造が教育の中で相互作用 を も た ら す場所」 115 ） と し て、 機能 し て き た証明 と い え る だろ う 。 そ
し て、 そ れ を 実現す る た め の 前提 と な る の が、 柔軟な教育体制 と 学生支援で あ る。 第 2 稿では、 アカ
デ ミ ー の学生支援体制 に 焦点 を 当 て、 ど の よ う に し て アカ デ ミ ー が現役の学生や卒業生 の キ ャ リ ア ・
サポー ト を し 、 国 際的な音楽家の輩 出 に 寄与 し て い る のか を 考 え て い き た い。
本年 1 月 に、 小林 と壬生は、 アカデ ミ ー を訪問 し 、 ア ド ミ ニ ス ト レ イ タ ー のAnna Krohn 氏か ら ア
カデ ミ ー の学生支援体制等 に つ い て詳 し いお話を伺 っ た。 そ の後 も 彼女 に は本稿の執筆 に ご協 力 い た
だ い て い る。 ま た、 小林 と壬生の友人で あ り 、 アカデ ミ ー の プ ラ ン ナ ー で あ る 、 日 本人作曲家の菅木
真治氏 に も ご協力 い た だ い て い た。 Anna Krohn氏 と 菅木真治氏 に は、 深 く 感謝の 意 を 表 し た い。
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